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分子生理研究部門
器官調節分野

林 誠治･日片文夫 ･大蔵 聡 ･清水慶子

(研究概要)

A)詔長籾脳内生q!活性物質一分布特性と発生 ･
発達 ･加齢一

林 基約･大平桝司1)･光永総子 2)･

伊藤麻田子3)･清水慶子

(1)免疫組械化学法によってマカクサルの

海馬におけるBDNF含布細胞の分布とその発達加

齢を調べた｡その結A.BDNFは胎生140日におい
て歯状回の和地細胞､CAl-CA3の錐体細胞に発
現していた｡生後6ケ月において細胞内のBDNF

丑は最も多かった.この時Jnはマカクサルの梅馬

のシナプス数は広大となることが知られているの

で.BDNFはシナプスの形成に関与することが予

想された｡さらに30歳ごろまで加齢が進んだ梅馬

では.抑粒細胞や錐体細胞のBDNFfaは顕著に減

少し.BDNFの減少がマカクサルの脳老化と関わ

る可能性を示唆した｡

(2)マカクサル小脳のプルキンエ細胞にお

けるチロシンキナーゼをもつTrkBと持たない

TrkBの免疫組約化学を行い､両者が共存する細

胞のあることを兄い出した｡現在免疫屯田をもち

いて両者の細胞内局在を調べている｡

(3)神経成長因子(NGF)と脳由来神経栄養

因子 (BDNF)に対する特兄的な酵素免疫測定法を

開発した｡現在､マカクサルの中枢神経系､内分

泌系におけるそれらの因子の分布とその発達､加

齢を調べている｡

a)パッチクランプ法による血管内皮および血管

平滑筋の電気的応答に関する研究

日片文夫

神経.筋肉等の興奮性細胞の機能は彼等の

細胞膜の両気的性質に大きく依存する｡股の屯気

的特性は外部から人為的に流された屯流に対する

股の反応を祝祭することにより知ることができ

る｡しかし､m招点は退確方法により膜の反応性

が兄なることにあり､これまで､屯気生理学の研

究分野において主要な未解決主題として残されて

きた｡本研究虫では兄なる2つの通電方法-バッ

チクランプ法と隔維持法-を用い.細胞外通電と

細胞内通矧 こ対する非分離血管内皮細胞の反応を
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観察し.興奮性細胞のもつ興奮性および安定性を

支配する基本的機構の解明を試みている｡

C)霊長類生殖機能の視床下部内調節機構
大蔵 聡

動物の性腺機能調節中枢といわれる性腺刺

激ホルモン放出ホルモン (GnRH)パルスジェネ

レーターの活動を､視床下部に慢性電極を留置し

た卵巣除去ニホンザルを用いて電気生理学的に明

らかにした｡約50分に一回の頻度で規則的に上昇

を繰り返す多ニューロン発射活動 (MUA)が記

録でき､MUAの上昇と末梢血中の黄体形成ホル

モン (LH)のパルス状分泌には時間的な対応関

係があった｡これらの結果から､GnRHパルスジ

ェネレーター活動の指標としてMUA記録法が使

用できることを確認した｡

D)低栄並による生殖機能抑制の神経内分泌機序

大蔵 聡

低栄養ストレス条件下における性腺活動抑

制のメカニズムを解明するため.卵巣除去ニホン

ザルを用い､急性のグルコース利用阻害がパルス

状LH分泌に及ぼす影響を検討した｡パルス状の

LH分泌は血糖利用阻寄剤 (2-deoxyglucose;

2DG)の静脈投与により性ステロイドの有無に関

わらず一過性に抑制された｡2DG投与により唱吐

反射が引き起こされたことから､延髄最後野に存

在するといわれる血糖センサーにより感受された

血相利用能の低下がシグナルとなり､生殖機能を

抑制することが示された｡

E)班長規の生殖リズムの発現に関する研究

晴水慶子 ･光永総子2)･

伊藤麻里子3)･林 基治

(1)マカクザルの成長に伴う性腺系の変化

を知るため､視床下部一下垂体一性腺系に着目し､

胎生期から性成熟に達するまでの血中生殖関連ホ

ルモン動態を調べた｡また､併せて視床下部､下

垂体､性腺の組粒学的解析を行った｡性成熟時の

ホルモン値上昇とともに､出生直後に各種ホルモ

ン値の一過性上昇が見られ,この時期に性腺に活

動があることが示唆された｡さらに､ニホンザル

の季節繁殖リズムの発現機構を明らかにするため

に.社会､環境要因の関与について検討を行った｡

(2)合成プロジェステロンを用いたニホン

ザルおよびチンパンジーの排卵抑制法を検討し､

屋内飼育個体や野外の餌付け群に応用した｡同時

にこれらの方法が性行動に与える影響について解

析した｡この結果､合成プロジェステロンにより

ニホンザルおよびチンパンジーの排卵が抑制され

ること､また､ニホンザルでは､この時､必ずし

も性行動の抑制は起こらないことが明らかとなっ

た｡

(3)マカクザルおよび類人投の尿,糞.唾

液からの生殖関連ホルモン測定法を開発を試み､

血中ホルモン動態との比較を行った｡これまでに

プロジェステロン､エストロジェンおよびゴナド

トロピンの測定が可能となった｡

F)マカカ属サルの繁殖特性

光永総子 2)･消水at子

性行動と生殖関連ホルモン動態との関迎性

を,主としてニホンザルについて研究してきた｡

更に,繁殖季節性.授乳による性腺機能抑制やア

カンボウの発達に着目し.ニホンザル,アカゲザ

ル.カニクイザルの繁殖特性の種間比較を行って

いる｡
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漣伝子情報分野

竹中 修･景山 節･中村 伸･践岡一雄

く研究概要)

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジl)･

アナ･カリナ･ザバラグレン2)･川本咲江3)

ミトコンドリアDNAには進化速度を兄に

する鏡域があり､群内の個体差の検出から種間系

統関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析する

かにより使い分けることが可能である｡チトクロ

ームb遺伝子､DILoopの塩基配列比較によるス

ラウェシマカク7種およびブタオザル､さらにチ

ンパンジ-の亜種間の系統関係の解析を進めてい

る｡また中部スラウェシのトンケアナとへツキの

雑種形成地帯の計7群の試料について､ミトコン

ドリアD-Loop街域のPCR増幅一本鎖DNA調糾

法による塩基配列決定配列決決定比較を開始し

た｡

B)霊長規Y染色体DNAの進化

ユー ･スンスク2)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁

殖構造に差先があり､性的二型､迫柏能力も様々

である｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行

ってきた｡ニホンザルの発達加齢および繁殖期と

非繁殖期における精巣特異発現迫伝子(mRNA)

を､同一個体のバイオプシーとディファレンシャ

ルディスプレイ法により検討している｡3才と31

才の個体で多くの異なる発現迫伝子を税測した｡

それらの塩基配列の決定を行った｡

C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 ･

進化

景山 節

新世界ザルの5種 (ワタボウシタマリン､

コモンマ-モセット､ヨザル､フサオマキザル､
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